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(57)【要約】
【課題】　本発明は、立体カットを容易にした梳き鋏を
提供することを目的とする。
【解決手段】　本発明に係る梳き鋏１は、第１の刃部２
ａが設けられた第１の鋏半部２と第２の刃部３ａが設け
られた第２の鋏半部３とがピボット１０により連結され
ている。さらに、第１の鋏半部２の第１の刃部２ａは、
前側に位置する第１の櫛刃４と、後側に位置する第１の
棒刃５とからなり、第２の鋏半部３の第２の刃部３ａは
、前側に位置すると共に第１の櫛刃４と噛み合う第２の
棒刃６と、後側に位置すると共に第１の棒刃５と噛み合
う第２の櫛刃７とからなる。このような梳き鋏１におい
ては、第１の鋏半部２と第２の鋏半部３とを動刃として
利用することができ、表裏無く利用できる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の刃部が設けられた第１の鋏半部と第２の刃部が設けられた第２の鋏半部とがピボ
ットにより連結された梳き鋏において、
　前記第１の鋏半部の前記第１の刃部は、前側に位置する第１の櫛刃と、後側に位置する
第１の棒刃とからなり、
　前記第２の鋏半部の前記第２の刃部は、前側に位置すると共に前記第１の櫛刃と噛み合
う第２の棒刃と、後側に位置すると共に前記第１の棒刃と噛み合う第２の櫛刃とからなる
ことを特徴とする梳き鋏。
【請求項２】
　前記第１及び前記第２の鋏半部の後端に設けられた第１及び第２の指挿入環には、それ
ぞれ第１及び第２の指当て部が設けられ、前記第１及び前記第２の指当て部のそれぞれは
、前記ピボットを通る中心軸線に対して等角度で、第１及び第２の指挿入環から略直線状
に延在していることを特徴とする請求項１記載の梳き鋏。
【請求項３】
　前記第１及び第２の櫛刃の第１及び第２の櫛片の先端には、凹形の前側を削り落とした
ような形状の刃先が設けられていることを特徴とする請求項１又は２記載の梳き鋏。
【請求項４】
　前記第１の櫛刃の第１の櫛片の刃幅は、前記第２の櫛刃の第２の櫛片の刃幅より小さく
、前記第１の櫛片の間隔と前記第２の櫛片の間隔とは略等しいことを特徴とする請求項１
～３のいずれか一項記載の梳き鋏。
【請求項５】
　前記第１の櫛刃の刃長と前記第１の棒刃の刃長は、略３対４の関係にあることを特徴と
する請求項１～４のいずれか一項記載の梳き鋏。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、理容又は美容業界において、頭髪のカットに利用される梳き鋏に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、このような分野の技術として、実開昭５７－２３２６８号公報がある。この公報
に記載された梳き鋏は、櫛刃を有する第１の鋏半部と棒刃を有する第２の鋏半部とがピボ
ットにより連結され、第１の鋏半部の先部側における櫛刃の刃隙間は、第１の鋏半部の後
部側における刃隙間よりも小さく形成されている。さらに、第２の鋏半部の棒刃には、櫛
刃の全長に対応するように切刃が形成されている。このような梳き鋏を利用することで、
毛元側から毛先側にかけて梳き量を次第に大きくすることができる。
【０００３】
【特許文献１】実開昭５７－２３２６８号公報
【特許文献２】特開平１１－２２６２７１号公報
【０００４】
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前述した従来の梳き鋏は、櫛刃を有する第１の鋏半部を動刃（親指で動
かす方の刃）として利用し、棒刃を有する第２の鋏半部を静刃（動かさない方の刃）とし
て利用されているのみであるから、地肌側を薄くし、表面側を厚く残すような複雑な立体
カットが難しいといった問題点があった。
【０００６】
　本発明は、特に、立体カットを容易にした梳き鋏を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、第１の刃部が設けられた第１の鋏半部と第２の刃部が設けられた第２の鋏半
部とがピボットにより連結された梳き鋏において、
　前記第１の鋏半部の前記第１の刃部は、前側に位置する第１の櫛刃と、後側に位置する
第１の棒刃とからなり、
　前記第２の鋏半部の前記第２の刃部は、前側に位置すると共に前記第１の櫛刃と噛み合
う第２の棒刃と、後側に位置すると共に前記第１の棒刃と噛み合う第２の櫛刃とからなる
ことを特徴とする。
【０００８】
　この梳き鋏においては、第１の鋏半部と第２の鋏半部を動刃として利用することができ
、第１の鋏半部を動刃として髪をカットした場合と、第２の鋏半部を動刃として髪をカッ
トした場合とで鋏の長手方向でカット率を変えることができる。例えば、梳き鋏の先端を
頭に向けてカットする場合、第１の鋏半部を動刃として利用すると、外側で髪を薄くし、
地肌側で髪を厚く残すような立体カットや、第２の鋏半部を動刃として利用すると、地肌
側で髪を薄くし、外側で髪を厚く残すような立体カットが容易にできる。また、梳き鋏の
前後でカット率が異なることを利用して、第１の櫛刃と第２の棒刃との協働による髪のカ
ットする場合と、第２の櫛刃と第１の棒刃との協働による髪のカットとを、個別に行うこ
とで、カット中に梳きの割合を素早く且つ簡単に変更することができる。さらに、本発明
に係る梳き鋏を利用することで、様々なカットを容易に行うことができる。例えば、オー
バーダイレクションなど、角度を変えながら切り下がり、移動しながら切ることで下に厚
みを残すことが容易にできる。髪の毛を高く上げ切る角度を、さらに変えることにより落
ち着いた髪の厚みを残すハイレイヤードが容易にできる。内巻スタイル、ボブなどインナ
ーの長さを短くしたい場合でもカットを容易に行うことができる。
【０００９】
　また、前記第１及び前記第２の鋏半部の後端に設けられた第１及び第２の指挿入環には
、それぞれ第１及び第２の指当て部が設けられ、前記第１及び前記第２の指当て部のそれ
ぞれは、前記ピボットを通る中心軸線に対して等角度で、第１及び第２の指挿入環から略
直線状に延在していると好適である。
【００１０】
　このような構成を採用すると、第１の鋏半部を動刃として髪をカットする場合と、第２
の鋏半部を動刃として髪をカットする場合とで違和感なく梳き鋏を利用することができ、
本発明に係る梳き鋏には、最適な構造と云える。
【００１１】
　また、前記第１及び第２の櫛刃の第１及び第２の櫛片の先端には、凹形の前側を削り落
としたような形状の刃先が設けられていると好適である。
【００１２】
　従来の場合、櫛片の刃先は、凹状になっているので、髪の毛が圧し潰されるようにカッ
トされ、いわゆる髪の半切れ現象が発生する。これに対して、本発明では、髪の毛の切断
面がキレイなカットをすることができる。
【００１３】
　また、前記第１の櫛刃の第１の櫛片の刃幅は、前記第２の櫛刃の第２の櫛片の刃幅より
小さく、前記第１の櫛片の間隔と前記第２の櫛片の間隔とは略等しいと好適である。
【００１４】
　このような構成を採用すると、手元側の刃幅が大なので、髪のカット量を少なくするこ
とができるし、また、梳き鋏をスライドさせる際には、手元側の刃幅が大なので、髪が通
り易くなり、カット作業がやり易い。
【００１５】
　また、前記第１の櫛刃の刃長と前記第１の棒刃の刃長は、略３対４の関係にあると好適
である。
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【００１６】
　このような構成を採用すると、髪をカットする際、バランス良くカットすることができ
る。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、テクニックが必要な立体カットを容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照しつつ本発明に係る梳き鋏の好適な実施形態について詳細に説明する
。
【００１９】
　図１～図４に示すように、梳き鋏１は、第１の刃部２ａが設けられた第１の鋏半部２と
第２の刃部３ａが設けられた第２の鋏半部３とがピボット１０により連結されている。
【００２０】
　さらに、第１の鋏半部２の第１の刃部２ａは、前側に位置する第１の櫛刃４と、後側に
位置する第１の棒刃５とからなり、第２の鋏半部３の第２の刃部３ａは、前側に位置する
と共に第１の櫛刃４と噛み合う第２の棒刃６と、後側に位置すると共に第１の棒刃５と噛
み合う第２の櫛刃７とからなる。
【００２１】
　このような梳き鋏１においては、第１の鋏半部２と第２の鋏半部３とを動刃として利用
することができ、表裏無く利用できる。図１及び図２に示すように、第１の鋏半部２を動
刃として髪をカットした場合と、図３及び図４に示すように、第２の鋏半部２を動刃とし
て髪をカットした場合とで鋏の長手方向でカット率を変えることができる。
【００２２】
　例えば、梳き鋏１の先端を頭に向けてカットする場合、図５の(Ａ)で示すように、第１
の鋏半部２を動刃として利用すると、グラフの実線から分かるように、梳き鋏１の前側で
カット率が下がり、後側でカット率が上がるので、外側で髪を薄くし、地肌側で髪を厚く
残すような立体カットが容易にできる。また、図５の(Ｂ)で示すように、第２の鋏半部３
を動刃として利用すると、グラフの破線から分かるように、梳き鋏１の前側でカット率が
上がり、後側でカット率が下がるので、地肌側で髪を薄くし、外側で髪を厚く残すような
立体カットが容易にできる。
【００２３】
　また、梳き鋏１の前後でカット率が異なることを利用して、第１の櫛刃４と第２の棒刃
６との協働による髪のカットと、第２の櫛刃７と第１の棒刃５との協働による髪のカット
する場合とを、個別に行うことで、カット中に梳きの割合を素早く且つ簡単に変更するこ
とができる。
【００２４】
　さらに、図５(Ａ)に示すように、第１の櫛刃４の第１の櫛片４ａの刃幅Ｈ１は、第２の
櫛刃７の第２の櫛片７ａの刃幅Ｈ２より小さい。例えば、第１の櫛片４ａの刃幅Ｈ１は、
０.６０ｍｍであり、第２の櫛片７ａの刃幅Ｈ２は、０.８０ｍｍである。そして、第１の
櫛片４ａの間隔Ｒ１と第２の櫛片７ａの間隔Ｒ２は、それぞれ０.９０ｍｍで等しくなっ
ている。このような構成を採用すると、先端側の刃幅Ｈ１が手元側の刃幅Ｈ２より小なの
で、髪のカット率が手元側が上がり、先端側又は手元側で髪をカットすることにより、1
本の梳き鋏で異なる髪のカットができ、髪のスタイリングが容易にできる。
【００２５】
　また、第１の櫛刃４は例えば２０目であり、第２の櫛刃７は例えば２３目であり、第１
の櫛刃４の方が目数が少なくなっている。このような構成を採用すると、梳き鋏をスライ
ドさせる際、髪を滑らかにスライドさせながらカットすることができ、作業が容易になる
。
【００２６】
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　図１に示すように、第１の鋏半部２の後端には、第１の指挿入環８が設けられ、第２の
鋏半部３の後端には、第２の指挿入環９が設けられ、第１及び第２の指挿入環８，９は、
互いに略同形状である。第１及び第２の指挿入環８，９には、それぞれ互いに略同形状の
第１及び第２の指当て部１１，１２が設けられ、第１及び第２の指当て部１１，１２のそ
れぞれは、ピボット１０を通る中心軸線Ｌに対して角度α(例えば30度)で、第１及び第２
の指挿入環８，９から外方に略直線状に延在している。
【００２７】
　このような構成を採用すると、第１の鋏半部２を動刃として髪をカットする場合と、第
２の鋏半部３を動刃として髪をカットする場合とで違和感なく梳き鋏１を利用することが
でき、本発明に係る梳き鋏には、最適な構造と云える。
【００２８】
　さらに、図６に示すように、第１及び第２の櫛刃４，７の第１及び第２の櫛片４ａ，７
ａの先端には、凹形の刃先の前側(すなわち刃先側)の部分Ｓ(一点鎖線参照)を削り落とし
たような形状の刃先２０が設けられている。また、この刃先２０には、前側の位置で斜め
に削り落とされた切除部２０ａが設けられている。
【００２９】
　従来の場合、櫛片の刃は、凹状になっているので、髪の毛が圧し潰されるようにカット
され、いわゆる髪の半切れ現象が発生する。これに対して、本発明では、髪の毛の切断面
がキレイなカットをすることができる。
【００３０】
　図３に示すように、第１の櫛刃４の刃長Ｓ１と第１の棒刃５の刃長Ｓ２は、略３対４の
関係にある。例えば、第１の櫛刃４の刃長Ｓ１は約３０ｍｍ、第１の棒刃５の刃長Ｓ２は
約４０ｍｍである。このような構成を採用すると、髪をカットする際、手元側の刃長Ｓ２
が先端側の刃長Ｓ１より大なので、手元側を櫛として利用でき、バランス良く髪のカット
ができる。
【００３１】
　前述した梳き鋏１を利用することで、様々なカットを容易に行うことができる。例えば
、オーバーダイレクションなど、角度を変えながら切り下がり、移動しながら切ることで
下に厚みを残すことが容易にできる。髪の毛を高く上げ切る角度を、さらに変えることに
より落ち着いた髪の厚みを残すハイレイヤードが容易にできる。内巻スタイル、ボブなど
インナーの長さを短くしたい場合でもカットを容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明に係る梳き鋏の一実施形態を示す平面図である。
【図２】図１に示された梳き鋏を開いた状態を示す平面図である。
【図３】本発明に係る梳き鋏の底面図である。
【図４】図３に示された梳き鋏を開いた状態を示す底面図である。
【図５】梳き鋏を表側で利用した場合と裏側で利用した場合のカット率を示す図である。
【図６】本発明に係る梳き鋏に適用される刃先を示す拡大図である。
【符号の説明】
【００３３】
１…梳き鋏
２…第１の鋏半部
２ａ…第１の刃部
３…第２の鋏半部
３ａ…第２の刃部
４…第１の櫛刃
４ａ…第１の櫛片
５…第１の棒刃
６…第２の棒刃



(6) JP 2010-22524 A 2010.2.4

10

７…第２の櫛刃
７ａ…第２の櫛片
８…第１の指挿入環
９…第２の指挿入環
１０…ピボット
１１…第１の指当て部
１２…第２の指当て部
２０…刃先
Ｌ…中心軸線
 

【図１】 【図２】



(7) JP 2010-22524 A 2010.2.4

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

